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保育のヒント〜「科学する⼼」を育てる〜
斜⾯の遊びに注⽬して／杉並区⽴⻄荻北⼦供園（東京都）

園の⼦どもたちの遊びの姿をどのような⽅法で、共有していますか？

今回は、斜⾯に⽔を流す遊びという、⼦どもたちが魅⼒を感じている
遊びに注⽬して記録を取り、全保育者での事例検討を通して共有して
いる園の事例をご紹介します。

記録⽤紙を⼯夫したり、遊びの過程を図式化したりなどの事例共有の
⼯夫は、園内研修の参考にもなる取り組みです。

事例検討

園では、乳児期から斜⾯と触れ合い遊んでいる姿がある。0歳から、物が転がるこ
とが楽しい遊具に出合い、1〜2歳では、思わず関わりたくなるような斜⾯に、⼦ど
もは魅⼒を感じて⾃ら遊具で遊んでいる。

幼児期の⼦どもたちにとっても斜⾯を使った遊びは魅⼒的で、主体的に遊びに取り
組み、考えたり試したりする経験につながっているのではないかと考えた。そこ
で、斜⾯を使ったり作ったりして遊ぶ⼦どもたちの事例検討を重ね、園全体で事例
を共有し研究を進め、本園の⽬指す「よく考える⼦」を育てることや「科学する
⼼」を育てることに迫っていった。（図1）事例検討の中で、⼦どもの理解と保育
者の援助や環境の⼯夫について協議をした。実際の⼦どもの姿、保育者がどうして
その環境を⽤意したのか、保育者の援助を書き、「ねらい」と照らし合わせ、どの
ような援助が適切であったのかを話し合った。また、事例から「科学する⼼」や
「科学的な思考」との関連についても話し合った。

5歳児の事例：どうして⽔が戻ってくるの

5歳児3⼈が「川に⽔を流そう」と砂場に⽔路を掘らず、そのまま⽔を流し始めた。⾼低差を作れることで遊びがより楽
しくなるのではないかと考え、保育者が、ビールケースに⾬樋を⽴てかけた。その姿を⾒た⼦どもが、「先⽣、そこに⽔
を流すの！？」と⽬を輝かせてやってきた。そして、直ぐに⾃分たちで⾬樋をつなぎ始めた。

できあがった⽔路は⾬樋に傾斜がなかったため、⽔を流しても、⾃分たちの⽅に⽔が戻ってくる。

Dちゃんが、「あ、そうだ」と思いつき、砂場の道具（三⾓のケーキの型）を⾬樋の下に⼊れ傾斜をつける。⾬樋の下に
置く道具によって流れ⽅（傾斜）が違うことに気がつき、⽔が思い通りの⽅向に流れる道具（丁度良い⾼さ）はどれかを
繰り返し探して試していた。

どうして⽔が戻ってくるの？／5歳児



ケーキの型抜き→⼤きな型抜き→鍋と順番に試したところ、鍋の⾼さで⽔が全部流れた。

3.鍋
⽔がすべて流れる

3⼈は⽔が全て流れたことが嬉しくて、繰り返し⽔を流すことを楽しんだ。
しかし、Eちゃんは、勢いよく⼤量の⽔を流すため、鍋で傾斜をつけた⽔路でも⽔が⾃分の⽅に戻ったり、⽔路が壊れて
しまったりした。

しばらく様⼦を⾒ていた保育者は、⽔が戻ってきてしまう要因にEちゃんが気づくことができるチャンスと考え、「D
ちゃんは全部流れたね」「どうして、Eちゃんは⽔が戻ってきちゃうのかな？」と声をかけた。するとそれぞれが、友達
の取り組みをよく⾒て、Dちゃんが“Eちゃんは⽔を⾬樋の端から流していること”に気がついた。Dちゃんが原因を伝え、
みんなで⼀緒に考えを出し合って解決した。

事例検討を通して

⽔が⾏く⽅向を予想したのに戻ってきてしまうという⼦どもの予想と違う出来事が起きたことが、⾃分たちで考えるきっ
かけになった。⼦どもが「どうして？」「なぜ？」に出合った時に、保育者がその状況を整理したり、思いに共感したり
することで、⼦どもは⾃分たちで問題を解消する⽅法を考えることができた。

⼦どもは、斜⾯に出合うことで流れることの⾯⽩さに気づき、主体的に⼈や物に関わって遊ぶ楽しさを感じている。斜⾯
で繰り返し遊ぶ中で、⼦どもは「予想したことと違う不思議さ」を感じ、うまくいったり、いかなかったりすることを繰
り返す中で試⾏錯誤を重ね、うまくいった喜びが達成感や満⾜感につながっていく。

保育者は、⼦どもが「予想したことと違う不思議さ」や「疑問」に出合った時に、すぐに正解を知らせたくなるが、正解
を伝えることで、⼦どもは「もっと⾯⽩くしたい」「試したい」という気持ちがもちにくくなる。さらには、うまくいっ
た喜び、達成感、満⾜感につながりにくい。だからこそ、⼦どもが考えたり試したりしていることを共感的に受け⽌め、
⼦どもと⼀緒にその不思議さを⾯⽩がる保育者でいることが⼤切であることが分かった。

“斜⾯の遊びって⾯⽩い”“仲間をつなげる不思議な⼒がある”という⼦どもの姿に保育者は、着⽬し事例検討を重ねてき
た。

1.三⾓ケーキの型抜き
ほとんどの⽔が戻ってくる



2.⼤きな型抜き
少し⽔が戻ってくる



遊びの姿のプロセスの図式化



「⼦どもの発⾒や気づきに共感するってどういう事だろう」「環境を⽤意すれば⼦どもが考えたり試したりするのだろう
か」「思わずやってみたくなる環境って何だろう」「遊びを楽しんでいくための環境ってどう構成するのか」などと、視
点を明確にしたことで、活発な意⾒交換ができ、事例を深めることができた。

事例検討を中⼼にした研究を進める中で保育者の⼦どもの姿の読み取りが深まり、保育の振り返りが充実し、環境に対す
る考え⽅が共有できるようになってきた。そして「研究は⼤変だけど分かると楽しい！」「保育者が考えて保育をすると
⼦どもの反応が楽しみになる！」等の声が保育者間で聞こえてきていることが、この研究に取り組んだ⼤きな成果だと感
じている。
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